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IL6， IL10， IFN r ， TGFβの架見を鮪斤した。その結果、牌T細包はSEB投与一週後で
既にTGFβ野見か誘導さ払Il2，IFNr野見時相の遅弘山野忠明肪短縮がみら
れた。すなわち、 SEB経口投与のCIAに対する発症抑制・治療効果は、抑制性サイ
トカイン産生Tα.-Vβ8T細胞の誘導と百1から百12へのimmunedevおtionか関与す
ると考えられた。
2. DSS大腸炎に対するSEB経口投与の効果
DSS投与前にSEBを経口投与し溌症帥畷燥につして擬すした。 SEB経口投与
はDSS誘導実験的大腸炎の病変大腸長、時見鏡的重症度、病理組結昨的スコアの軽
減効果を認めたが、発症抑制には至らなかった。これは、 SEB経口投与で誘導され
る牌T細胞のアナジーがDSS長期投与で解除されることカ要因と考えられた。
3. T'αα鎖対員マウスのDSS大腸炎におけるSEB経口投与の効果
6週齢のTαα鎖対員マウスに2%DSS守週間投与して大腸炎を作成したマ
ウスで、さらにSEBを経口投与すると大腸粘膜傷害カ辛織し、生存率も改善した。
血清IgMは、 DSS大腸炎群でlが勘目してL、たれ SEB投与により減少する傾向がみ
られた。また、 SEB投与と非投与幹ごはω4"'1，αvβ吋細包およびω4"'1"αvβ8+
細胞子画iこ差はみられなかった。
4. Tαα鎖対員マウスの自然発症大腸炎におけるSEB投与の効果
Tαα鎖対員マウスで18週齢の大腸炎自然強左前にSEBを経口投与したが、大腸
炎は抑制されなかった。したがって、局所の炎症が成立し持続している状況下では、
SEB経口投与によるT細胞の不応答性を誘導することは困難であると考えられた。
